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メ
リ
カ
軍
が
日
本
に
置
き
み
や
げ
を
し
て

く
れ
た
別
府
水
道
近
代
編
と
い
う
も
の
を

書
き
残
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
も
ま

た
定
年
退
職
し
た
石
崎
さ
ん
が
別
府
の
た

め
に
大
き
な
功
績
を
残
し
て
く
れ
て
い
る
。

　

終
戦
翌
年
の
昭
和
二
十
一
年
七
月
十
四

日
、
別
府
市
野
口
原
の
松
林
の
ま
ん
中
で

米
軍
キ
ャ
ン
プ
起
工
式
が
細
田
徳
寿
知
事

に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。「
十
二
月
の
ク

リ
ス
マ
ス
ま
で
に
な
ん
と
し
て
も
完
成
さ

せ
よ
」
と
い
う
軍
命
令
を
伝
え
た
若
い

米
軍
将
校
の
名
は
バ
ー
ナ
ー
中
尉
、
こ

の
青
年
将
校
は
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
同
じ

日
、
石
崎
さ
ん
を
つ
か
ま
え
て
命
令
し

た
。「「
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
に
ア
メ
リ
カ
軍

　

神
沢
市
長
時
代
の
水
道
拡
張
工
事
で
大

い
に
働
い
た
人
物
は
山
田
耕
平(

先
代)

、

池
部
守
松
、
岩
尾
米
造
、
和
田
嘉
七
、
金

居
曹
三
、
安
部
三
郎
、
高
橋
欽
哉
、
河
村

観
三
、
友
永
平
次
郎
、
河
村
土
五
郎
、
神

燗
二
、
藤
原
勝
、
手
島
森
太
郎
、
西
村
真

吾
郎
、
安
部
栄
次
、
小
林
夏
ら
だ
っ
た
。

　

委
員
連
中
は
第
一
期
工
事
の
と
き
の
よ

う
に
地
下
タ
ビ
姿
で
現
場
に
出
か
け
た
。

ど
こ
の
都
市
で
も
水
道
工
事
に
は
汚
職
に

似
た
よ
う
な
事
件
が
起
こ
り
が
ち
だ
っ
た

が
、
石
崎
貞
二
郎
と
い
う
技
術
の
中
心
人

物
が
へ
ん
く
つ
な
ほ
ど
の
誠
実
一
点
張
り

だ
っ
た
こ
と
と
、
町
財
政
の
運
命
を
左
右

す
る
画
期
的
大
工
事
だ
け
に
、
当
時
の
町

会
、
そ
れ
に
ひ
き
つ
づ
く
市
会
の
人
た
ち

も
、
手
べ
ん
と
う
で
全
員
が
工
事
の
先
頭

に
立
っ
た
も
の
だ
。
三
十
余
年
間
水
道
課

長
の
席
に
あ
っ
た
石
崎
さ
ん
が
、
ひ
と
り

む
す
こ
を
大
学
に
や
る
の
が
せ
い
い
っ
ぱ

い
、
退
職
し
た
と
き
に
は
小
さ
な
借
家
に

移
っ
て
、
よ
う
ゃ
く
老
後
を
送
る
と
い
う

清
貧
な
技
術
者
の
生
活
だ
っ
た
。

　

別
府
の
水
道
今
昔
物
語
り
は
昭
和
二
十

年
十
二
月
、
石
崎
課
長
の
退
職
で
幕
を
閉

じ
る
べ
き
だ
が
、
全
国
で
た
だ
一
カ
所
ア

米
軍
の
置
き
土
産

● 

流
川
物
語
り  

第
百
二
十
三
話 

●

昭
和
四
十
年
三
月
十
五
日
掲
載

専
用
の
水
道
を
つ
く
れ
」

　

何
百
人
く
る
の
か
何
干
人
く
る
の
か
、

別
府
キ
ャ
ン
プ
に
進
駐
し
て
く
る
兵
隊
の

人
数
は
軍
の
機
密
で
い
え
な
い
と
い
う
。米軍の置き土産「鮎返りダム」
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年)

大
友
九
代
頼
泰
の
時
代
に
日
名
子

太
郎
左
衛
門
尉
清
元
が
温
泉
奉
行
を
命

ぜ
ら
れ
て
、
別
府
温
泉
と
の
縁
の
深
さ

を
示
し
て
い
る
。

　

大
友
家
興
亡
の
歴
史
と
別
府
と
の
つ
な

が
り
は
、
石
垣
原
合
戦
の
悲
話
に
よ
っ

て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
き
わ
め
て
深
い
。

石
垣
原
を
め
ぐ
る
戦
い
が
別
府
を
戦
場

化
し
た
こ
と
、
激
し
い
合
戦
で
別
府
の

水
を
の
む
人
口
が
わ
か
ら
ね
ば
計
画
の
た

て
よ
う
が
な
い
と
説
明
す
る
と
バ
ー
ナ
ー

中
尉
も
仕
方
な
く
、
小
さ
な
声
で
「
三
千

人
分
で
よ
い
。
た
だ
し
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で

に
完
成
し
て
上
等
の
水
道
の
水
を
ア
メ
リ

カ
兵
に
の
ま
せ
る
義
務
が
あ
る
」
と
お
ど

か
す
よ
う
に
さ
さ
や
い
た
。

　

日
本
側
に
は
材
料
が
な
か
っ
た
の
で

バ
ー
ナ
ー
中
尉
は
第
八
軍
命
令
と
し
て

大
在
の
旧
日
本
軍
の
兵
器
廠
か
ら
鉄
管
を

徴
発
し
て
き
た
。
中
尉
は
別
府
の
地
図
を

ひ
ろ
げ
て
ダ
ム
建
設
地
を
境
川
上
流
か
鮎

返
り
の
ど
ち
ら
か
に
即
決
を
迫
っ
た
。
石

崎
さ
ん
は
鮎
返
り
に
中
尉
を
ジ
ー
プ
で
案

内
。「
こ
の
谷
川
の
水
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た

い
」
と
話
し
た
。

　
「
上
に
畑
は
な
い
か
」「
畑
は
な
い
」「
そ

れ
な
ら
Ｏ
Ｋ
」。

　

た
っ
た
こ
れ
だ
け
の
短
い
会
話
で
満
水

貯
水
量
約
六
万
ト
ン
の
鮎
返
り
ダ
ム
は
着

工
さ
れ
た
。
ラ
イ
オ
ン
印
の
ア
メ
リ
カ
の

セ
メ
ン
ト
が
送
り
こ
ま
れ
、
別
府
市
民
が

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
と
い
う
も
の
を
初
め
て
み

た
の
も
こ
の
と
き
だ
っ
た
。
大
き
な
松
の

木
を
根
っ
こ
か
ら
ひ
っ
こ
抜
く
の
に
び
っ

く
り
し
た
。

　

世
界
の
水
道
の
草
分
け
と
い
わ
れ
る
ロ
ー

マ
の
水
道
が
、
百
四
キ
ロ
も
離
れ
た
遠
い
水

源
か
ら
引
か
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

近
代
科
学
力
を
誇
る
ア
メ
リ
カ
軍
の
目
に

　

日
名
子
の
系
図
は
古
い
。
ど
こ
の
系

図
も
先
祖
の
一
番
の
始
ま
り
は
何
代
目

か
の
天
皇
家
に
結
び
つ
く
か
、
源
氏
か

平
氏
の
ど
ち
ら
か
の
出
と
い
う
よ
う
な

こ
と
に
な
っ
て
い
る
も
の
だ
が
、
別
府

市
誌
に
よ
る
と
文
永
九
年(

一
二
七
二

は
、
鮎
返
り
か
ら
目
の
下
に
見
え
る
野
口
原

の
兵
舎
ま
で
水
道
を
引
く
こ
と
ぐ
ら
い
は
な

ん
で
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
石
崎
さ
ん
に

と
っ
て
は
夜
も
眠
れ
ぬ
苦
労
だ
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
さ
ん
が
日
本
に
残
し
た
施
設

の
中
で
市
民
生
活
に
こ
れ
ほ
ど
役
に
立
つ

も
の
を
も
ら
っ
た
の
は
全
国
で
も
別
府
だ

け
。
朝
見
の
片
す
み
に
八
十
四
歳
で
元
気
に

く
ら
し
て
い
る
石
崎
さ
ん
に
は
「
名
誉
市

民
」
の
称
号
ぐ
ら
い
お
く
っ
て
も
よ
い
。

14
歳
で
小
学
校
教
員

昭
和
四
十
年
三
月
十
六
日
掲
載

● 

流
川
物
語
り  

第
百
二
十
四
話
●
日
名
子
物
語
１
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村
人
た
ち
が
ど
ん
な
に
多
く
の
も
の
を

失
っ
た
か
は
推
察
で
き
よ
う
。
慶
長
五
年

(
一
六
〇
〇
年)

い
ま
か
ら
三
百
六
十
六

年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
も
こ
の
合
戦
よ
り
わ
ず
か
四
年
前

の
慶
長
元
年
七
月
十
二
日
午
後
四
時
、
別

府
湾
が
震
源
地
と
い
わ
れ
る
大
地
震
に
見

舞
わ
れ
た
。

　

昭
和
四
十
年
度
版
の
理
科
年
表(

東
京

天
文
台
編
さ
ん)

に
よ
る
と
、
こ
の
と
き

の
大
地
震
は
震
源
地
が
東
経
百
三
十
一
。

七
度
、
北
緯
三
十
二･

三
度(

別
府
湾
南

東
部)

で
震
度
六
・
九
と
い
う
激
震(

津

波
あ
り
瓜
生
島
沈
下
す
、死
者
七
百
八
人)

と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
信
頼
で
き
る

大
合
戦
に
巻
き
こ
ま
れ
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
別
府
の
土
地
に
生
き
な
が
ら
え
て
家

系
を
伝
え
る
こ
と
が
、
ど
ん
な
に
困
難
な

こ
と
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。

　

日
名
子
家
関
係
の
系
図
的
な
物
語
り
を

ぐ
っ
と
近
代
に
引
き
寄
せ
る
と
、
文
化
年

間(

一
八
〇
四
年)

当
時
の
湯
株(

温
泉

の
権
利
の
よ
う
な
も
の)

保
有
者
十
八
軒

の
名
前
の
ト
ッ
プ
に
「
府
内
屋
太
郎
兵

衛
」、
つ
い
で
文
久
二
年(

一
八
六
二
年)

と
き
の
府
内
屋
太
郎
兵
衛
が
村
か
ら
流
川

の
横
の
沼
地
を
買
い
と
り
、
こ
れ
を
埋
め

た
て
て
畑
に
し
た
こ
と
が
出
て
い
る
。
現

在
の
「
ツ
ル
ミ
」
の
あ
る
桜
町
一
帯
が
こ

の
埋
め
立
て
地
だ
と
い
う
。

理
科
年
表
だ
か
ら
こ
の
数
字
は
信
用
し
て

よ
い
。

　

元
禄
七
年(

一
六
九
四
年)

別
府
を
訪

れ
た
貝
原
益
軒
先
生
も
別
府
の
古
老
の
伝

え
話
と
し
て
こ
の
大
地
震
の
こ
と
を
「
豊

国
紀
行
」
と
い
う
旅
日
記
に
書
い
て
い
る

が
、
そ
れ
に
よ
る
と
「
別
府
村
こ
と
ご
と

く
海
と
な
る
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
元
禄
五

年
別
府
に
遊
ん
だ
臼
杵
の
多
福
寺
住
職
も

「
別
府
湯
記
」
の
中
で
「
大
地
震
動
し
人

家
数
百
一
時
に
水
に
没
す
」
と
い
う
話
を

古
老
か
ら
聞
い
た
と
い
っ
て
い
る
。

　

資
金
も
資
材
も
乏
し
い
そ
の
こ
ろ
の
別

府
の
村
民
た
ち
が
、
大
地
震
で
ほ
と
ん
ど

全
滅
的
な
損
害
を
受
け
、
ひ
き
つ
づ
く

府内屋のあった日名子ホテル付近
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彼
の
少
年
時
代
に
多
く
の
影
響
を
あ
た

え
た
恩
師
の
橋
本
竹
香
先
生
が
明
治
十
六

年
に
死
去
し
た
と
き
、
十
九
歳
の
彼
は
海

門
寺
境
内
に
恩
師
の
碑
を
建
て
て
い
る
。

や
っ
か
い
な
家
業
の
な
か
で
も
彼
の
向
学

心
は
燃
え
さ
か
っ
て
、
明
治
十
九
年
に

は
田
口
卯
吉
の
大
日
本
人
辞
書
に
甲
斐
東

廓
、
後
藤
碩
田
伝
を
寄
稿
。

　
「
明
治
二
年
弟
益
太
郎
生
る
」。
彼
の
日

記
に
書
い
た
そ
の
益
太
郎
が
二
十
五
歳
の

と
き
、「
弟
益
太
郎
に
宿
屋
を
譲
り
学
問

に
専
念
す
」
と
彼
の
年
譜
に
あ
る
と
お
り

人
生
の
コ
ー
ス
を
転
じ
た
。
太
郎
三
十
歳
、

そ
し
て
住
所
を
や
が
て
西
法
寺
の
前
に
移

す
。
村
か
ら
町
へ
と
急
速
に
発
展
す
る
別

　

府
内
屋
太
郎
兵
衛
は
襲
名
で
つ
づ
き
、

そ
し
て
明
治
、
大
正
か
ら
昭
和
前
期
の
別

府
の
歴
史
に
登
場
す
る
第
一
の
人
物
「
日

名
子
太
郎
」
は
府
内
屋
太
郎
兵
衛
の
長
男

と
し
て
慶
応
元
年(

一
八
六
五
年)

四
月

二
十
三
日
に
生
ま
れ
た
。
母
は
亀
川
村
の

庄
屋
高
橋
敬
一
の
姉
「
喜
世
」。
太
郎
の

幼
名
は
夏
太
郎
。
小
さ
な
村
か
ら
国
際
温

泉
都
市
へ
と
急
速
に
発
展
し
た
別
府
発
展

史
に
「
日
名
子
太
郎
」
の
名
が
不
滅
の
光

り
を
放
ち
な
が
ら
、
先
覚
的
努
力
の
足
跡

を
驚
く
ほ
ど
の
新
鮮
さ
で
わ
れ
わ
れ
に
示

し
て
い
る
。

　

父
太
郎
兵
衛
も
明
治
三
年
の
別
府
港
築

港
工
事
の
さ
い
、
指
揮
世
話
方
を
大
庄
屋

高
倉
定
三
と
と
も
に
県
知
事
か
ら
命
ぜ
ら

れ
て
い
る
の
を
み
て
も
、
別
府
を
代
表
す

る
実
力
者
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
長
男

の
太
郎
は
明
治
四
年(

七
歳)

に
海
門
寺

学
校(

小
学
校)

に
入
学
、
十
二
歳
で
下

等
学
校
を
卒
業
し
て
海
門
寺
学
校
の
上
等

学
校
に
進
学
、
翌
年
ま
だ
生
徒
の
ま
ま
で

下
等
学
校
の
助
教
を
つ
と
め
る
と
い
う
秀

才
だ
っ
た
。

　

翌
明
治
十
一
年
、
第
一
回
卒
業
生
と
し

て
卒
業
す
る
と
、
太
郎
少
年
は
正
式
に
教

員
に
任
命
さ
れ
た
。
十
四
歳
で
小
学
校
の

先
生
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

面
長
で
鼻
が
高
く
、
涼
し
い
目
と
心
の

や
さ
し
い
評
判
の
美
少
年
だ
っ
た
。

上
等
温
泉
制
度

● 

流
川
物
語
り  

第
百
二
十
五
話 

●
日
名
子
物
語
２

昭
和
四
十
年
三
月
十
七
日
掲
載

　

少
年
教
員
の
日
名
子
太
郎
先
生
は
大
い

に
感
激
し
て
教
壇
に
立
っ
た
。
し
か
し
明

治
七
年
彼
が
十
歳
の
と
き
に
は
父
の
太
郎

兵
衛(

六
八)

を
失
い
、
先
生
に
な
っ
て

二
年
目
の
明
治
十
二
年
十
五
歳
の
と
き

に
母
喜
世
さ
ん(

七
六)

も
他
界
し
て
し

ま
っ
た
。
両
親
を
な
く
し
た
太
郎
は
涙
を

の
ん
で
教
職
を
離
れ
、
家
業
の
汽
船
問
屋

(

回
漕
店)

と
宿
屋
を
つ
い
だ
。
学
問
へ

の
道
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
ひ
ま

を
み
て
は
「
豊
後
国
志
」
を
筆
写
し
は
じ

め
た
の
が
こ
の
こ
ろ
か
ら
だ
っ
た
。

http://www.nan-nan.jp/


大分合同新聞社「別府今昔－流川物語り（10）」

P.�

　

見
は
ら
し
の
よ
い
三
階
で
茶
菓
子
ま
で

サ
ー
ビ
ス
し
た
上
等
温
泉
制
度
は
大
正
末

期
ま
で
つ
づ
い
た
。

で
高
官
の
地
位
に
つ
い
て
い
た
人
で
、
町

長
就
任
の
条
件
に
「
日
名
子
太
郎
が
助
役

に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
」
を
持
ち
出
し
た
。

　

前
回
の
町
長
に
助
役
就
任
を
求
め
た
吉

田
と
、
そ
れ
を
よ
ろ
こ
ん
で
引
き
受
け
た

日
名
子
太
郎
の
こ
の
二
人
に
は
「
大
別
府

建
設
」
の
共
通
の
夢
が
あ
っ
た
。
な
ん
の

く
っ
た
く
も
な
く
、
格
下
げ
の
日
名
子
助

役
は
自
分
の
理
想
に
つ
き
進
ん
だ
。
上
水

道
と
市
区
改
正
、
古
く
小
さ
く
、
む
さ
く

る
し
い
共
同
温
泉
の
近
代
化
、
自
分
が
町

長
時
代
に
つ
く
っ
た
上
等
温
泉
取
り
締
ま

り
規
定
の
実
施
、
そ
し
て
初
め
て
温
泉
課

を
設
置
し
て
日
名
子
助
役
が
そ
の
初
代
課

長
を
兼
務
し
た
。

府
の
ま
ん
な
か
で
、
学
問
の
道
を
歩
く
彼

の
目
が
別
府
の
変
わ
り
方
に
向
け
ら
れ
は

じ
め
る
と
、
町
づ
く
り
の
渦
中
に
理
想
を

ふ
り
か
ざ
し
て
彼
は
と
び
こ
ん
で
い
く
。

　

合
併
前
の
最
後
の
別
府
町
長
、
そ
し
て

浜
脇
町
と
合
併
し
て
最
初
の
町
長
、
明
治

三
十
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
顔
立
ち
、
す

ら
り
と
し
た
ス
タ
イ
ル
の
よ
さ
、
整
っ
た

教
養
と
誠
実
さ
と
、
そ
れ
に
だ
れ
よ
り
も

強
い
郷
土
愛
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　

明
治
四
十
三
年
七
月
、
初
代
町
長
の
任

期
満
了
で
日
名
子
太
郎
は
町
長
の
席
を
吉

田
嘉
一
郎
に
譲
っ
た
。
吉
田
町
長
は
行
政

的
手
腕
家
と
し
て
多
く
の
事
跡
を
残
し
た

人
物
、
台
湾
で
役
人
生
活
、
つ
い
で
満
州

　

上
等
温
泉
取
り
締
ま
り
規
定
は
改
築
の

不
老
泉
と
浜
脇
西
温
泉
に
適
用
さ
れ
た
。

上等客に茶菓子を出した不老泉

一
、
…
不
老
泉
特
等
入
浴
券
を
所
持
す
る
浴

客
は
三
階
に
案
内
し
、
茶
菓
、
浴
衣
、
手
ぬ

ぐ
い
、
石
鹸
を
供
す

二
、
…
同
第
一
種
入
浴
券
を
所
持
す
る
浴
客

は
二
階
に
案
内
し
茶
を
供
す

三
、
…
同
第
二
種
入
浴
券
を
所
持
す
る
浴
客

は
単
に
上
等
温
泉
入
浴
に
止
ま
る
も
の
と
す

四
、
…
西
温
泉
第
一
種
入
浴
券
を
所
持
す
る

浴
客
は
二
階
に
案
内
し
茶
を
供
す
。
同
第
二

種
入
浴
券
を
所
持
す
る
浴
客
は
単
に
上
等
温

泉
入
浴
に
止
ま
る
も
の
と
す

▽
不
老
泉
特
等
及
び
西
温
泉
上
等
の
入
浴
者
に

対
し
て
は
左
の
待
遇
を
な
す
も
の
と
す
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助
役
が
温
泉
課
長
を
兼
務
す
る
と
い
う

習
慣
は
大
正
十
三
年
市
制
が
し
か
れ
る
ま

で
つ
づ
い
た
。
明
治
四
十
二
年
に
は
砂
湯

管
理
規
定
も
つ
く
り
、
砂
か
け
ば
あ
さ
ん

た
ち
の
身
分
保
証
や
、
浴
客
が
か
ら
だ
に

つ
い
た
砂
を
洗
い
落
と
す
「
上
が
り
湯
」

の
設
備
な
ど
も
大
い
に
改
善
し
た
。

　

明
治
四
十
五
年
に
鉱
泉
取
り
締
ま
り
令

が
県
令
と
し
て
公
布
さ
れ
た
の
も
、
明
治

二
十
一
年
代
に
別
府
の
内
湯
十
四
軒
が
明

治
四
十
年
代
に
な
る
と
千
百
七
十
四
軒
に

激
増
、
こ
の
ま
ま
勝
手
に
温
泉
を
掘
っ
て

い
た
の
で
は
将
来
が
思
い
や
ら
れ
る
と
、

乱
掘
防
止
を
目
的
に
県
に
働
き
か
け
た
か

ら
で
、
こ
の
と
き
か
ら
温
泉
保
護
が
法
的

に
確
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

日
名
子
太
郎
は
新
聞
に
興
味
を
持
ち
、

中
央
の
新
聞
社
の
別
府
通
信
員
も
や
っ

た
。
そ
の
縁
で
明
治
三
十
九
年
に
西
村
天

囚
を
招
い
た
。
天
囚
が
書
い
た「
豊
後
路
」

と
題
す
る
紀
行
文
は
、
別
府
温
泉
の
す
ば

ら
し
い
自
然
条
件
を
初
め
て
全
国
紙
に
連

載
し
た
も
の
で
、
二
十
六
回
と
い
う
長
編

の
連
載
で
別
府
の
名
が
一
度
に
全
国
民
に

知
れ
渡
っ
た
。

　
「
宣
伝
こ
そ
最
大
の
武
器
」
と
い
う
現

代
の
マ
ス
コ
ミ
的
な
方
向
を
そ
の
時
代
に

し
っ
か
り
と
つ
か
ん
で
い
た
人
だ
。
中
央

の
新
聞
に
二
十
六
回
も
連
載
し
た
あ
と
翌

明
治
四
十
年
十
月
に
は
菊
池
幽
芳
を
招
待

し
た
。

　

幽
芳
は
こ
れ
を
「
別
府
温
泉
繁
昌
記
」

と
題
し
て
今
度
は
三
十
七
回
に
わ
た
り

中
央
の
新
聞
に
連
載
し
た
ほ
か
、
明
治

四
十
五
年
五
月
に
百
二
十
七
ペ
ー
ジ
の
単

行
本(

三
十
五
銭)

に
し
て
発
行
し
た
。

流
川
四
丁
目
の
明
倫
堂
が
西
日
本
相
互
銀

行
別
府
支
店
の
場
所
に
「
斎
藤
明
倫
堂
書

店
」
の
看
板
を
あ
げ
て
い
る
時
代
で
、
同

店
が
こ
の
本
の
「
豊
後
別
府
町
大
売
り
さ

ば
き
所
」
に
な
っ
た
。
明
倫
堂
も
古
い
歴

史
を
持
っ
て
い
る
。

　

別
府
温
泉
繁
昌
記
と
い
う
の
は
別
府
温

泉
が
ど
ん
な
に
お
も
し
ろ
く
遊
べ
、
温
泉

が
文
字
通
り
日
本
一
大
規
模
で
あ
る
か
を

大
衆
的
に
読
み
や
す
く
、
お
も
し
ろ
く
書

い
て
あ
る
点
で
は
、
別
府
温
泉
宣
伝
史
に

残
る
歴
史
的
な
文
献
と
い
え
よ
う
。
鉄
輪

の
「
む
し
湯
」
に
幽
芳
と
日
名
子
両
氏
が

入
る
シ
ー
ン
…

最
大
の
武
器
、
宣
伝

● 

流
川
物
語
り  

第
百
二
十
六
話 

●
日
名
子
物
語
３

昭
和
四
十
年
三
月
十
八
日
掲
載

　
「
女
中
さ
ん
、
柱
の
と
こ
を
ま
た
げ

て
入
ん
な
は
れ
…
頭
を
ふ
ん
だ
ら
い
か

ん
で
、
足
を
こ
っ
ち
に
や
り
な
は
れ
」

　

僕
の
鼻
先
を
ふ
さ
い
だ
白
い
尻
の
持

ち
主
が
ま
だ
ま
ご
ま
ご
し
て
い
る
ら
し

い
、
日
名
子
さ
ん
が
「
ど
こ
が
す
い
と

る
な
」
と
声
を
か
け
る
。「
こ
こ
が
す
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招
い
た
と
き
、
日
名
子
太
郎
助
役
が
接
待

役
を
引
き
受
け
、
楠
湯
や
浜
脇
、
鉄
輪
の

温
泉
な
ど
の
女
湯
に
案
内
。「
ど
う
ぞ
ご

自
由
に
ス
ケ
ッ
チ
し
て
く
だ
さ
い
」
と
女

湯
の
中
に
の
こ
の
こ
入
っ
て
い
っ
て
、
画

い
ち
ょ
る
で
…
」「
二
人
入
れ
る
か
な
」

「
二
人
で
も
三
人
で
も
入
れ
る
、
九
人

き
り
ぢ
ァ
に
優
に
入
れ
る
…
」

小
説
「
百
合
子
」

昭
和
四
十
年
三
月
十
九
日
掲
載

● 

流
川
物
語
り  

第
百
二
十
七
話 

●
日
名
子
物
語
４

　

日
名
子
太
郎
の
招
き
で
別
府
の
す
み

か
ら
す
み
を
見
て
ま
わ
っ
た
新
聞
記
者

兼
作
家
の
菊
池
幽
芳
は
「
別
府
繁
昌
記
」

の
ほ
か
別
府
視
察
で
取
材
し
た
材
料
を

も
と
に
小
説
「
百
合
子
」
を
発
表
し
た
。

　

こ
の
小
説
の
舞
台
は
も
ち
ろ
ん
別
府

が
ほ
と
ん
ど
で
、
田
の
湯
や
楠
湯
、
竹

瓦
温
泉
、
霊
潮
泉
な
ど
有
名
な
温
泉
を

二
人
の
若
い
女
性
が
見
物
し
て
歩
く
と

こ
ろ
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い

る
。

伯
た
ち
を
び
っ
く
り
さ
せ
た
。
お
湯
の
中

の
女
客
た
ち
は
平
気
だ
っ
た
。

　

当
時
の
も
よ
う
は
「
瀬
戸
内
海
写
生
一

周
」
と
題
し
て
絵
と
紀
行
文
を
ま
と
め
て

単
行
本
に
な
っ
た
。
そ
の
中
の
一
文
「
女

湯
の
写
生
の
人
物
を
直
す
た
め
に
料
理
屋

の
浴
場
を
借
り
そ
こ
の
女
二
人
を
モ
デ
ル

に
た
の
ん
だ
。
す
る
と
ほ
か
の
女
が
幾
人

も
と
び
こ
ん
で
き
て
、
雇
っ
た
モ
デ
ル

よ
り
も
ほ
か
の
女
の
方
が
か
え
っ
て
役
に

立
っ
た
」
…
お
お
ら
か
な
、
た
の
し
い
時

代
が
目
に
見
え
る
よ
う
だ
。

別府を紹介した「写生一週」

　

老
人
の
先
客
が
若
い
女
と
日
名
子
さ
ん

た
ち
の
世
話
を
や
い
て
く
れ
る
情
景
が
、

ほ
ほ
え
ま
し
く
描
か
れ
て
い
る
。
全
文
が

こ
ん
な
調
子
だ
。
豊
富
な
内
容
と
と
も
に

一
読
を
す
す
め
た
い
が
、
い
ま
は
古
本
屋

で
も
貴
重
な
文
献
で
な
か
な
か
手
に
人
ら

な
い
。

　

ま
た
明
治
四
十
四
年
三
月
、
大
阪
商
船

内
航
部(

関
西
汽
船
の
前
身)

が
別
府
宣

伝
の
た
め
に
、
当
時
画
壇
で
有
名
な
石
川

寅
治
、
吉
田
博
、
渡
辺
審
也
な
ど
太
平
洋

画
会
に
属
す
る
八
人
の
画
伯
を
東
京
か
ら
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「
あ
ん
な
人
な
か
で
は
ね
え
、
男
の

人
な
ど
が
覗
き
に
く
る
ん
で
す
も
の

…
…
誰
か
洋
画
を
か
く
人
が
三
脚
を

立
て
ゝ
女
湯
を
写
生
し
て
い
た
わ

ね
」

「
写
真
機
を
持
っ
て
立
っ
て
い
た
人
も

あ
っ
た
わ
、
随
分
ね
え
…
」

…
…
温
泉
め
ぐ
り
に
は
二
人
と
も
少
な

か
ら
ぬ
興
味
を
覚
え
た
。
わ
け
て
も
竹

瓦
の
湯
や
霊
潮
泉
の
砂
湯
を
好
奇
の
眼

で
見
て
帰
っ
た
。
し
か
し
温
泉
め
ぐ
り

の
間
に
は
二
人
が
顔
を
あ
か
ら
め
あ
う

よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
二
人
は
百
合

子
の
室
へ
帰
っ
て
く
る
と

「
こ
ゝ
の
人
は
何
と
も
思
っ
て
い
な

い
ら
し
い
わ
」

「
貴
女
、
砂
湯
ど
う
思
っ
て
、
鰌(

ど

じ
ょ
う)

が
泥
の
中
に
い
る
よ
う
に

は
見
え
な
く
っ
て
」

「
そ
う
ね
、
あ
れ
は
砂
が
黒
い
の
で

泥
の
よ
う
に
見
え
る
ん
で
す
っ
て

ね
、
お
な
か
の
上
に
山
の
よ
う
に
盛

り
あ
げ
て
寝
て
い
る
肌
の
白
い
人
が

あ
っ
た
わ
、
苦
し
く
な
い
で
し
よ
う

か
」

「
か
え
っ
て
い
ゝ
気
持
で
し
よ
う
よ
、

貴
女
し
て
み
た
か
な
い
こ
と
」

「
貴
女
と
二
人
っ
き
り
な
ら
」
と
笑
っ

て

「
だ
い
ぶ
歩
い
て
き
た
わ
ね
貴
女
疲

れ
な
い
こ
と
」

「
い
ゝ
え
面
白
か
っ
た
わ
、
ど
の
町

を
歩
い
て
も
温
泉
が
あ
る
よ
う
な
気

が
す
る
の
ね
。
そ
れ
が
み
ん
な
道
ば

た
に
…
」

「
裸
の
人
が
往
来
か
ら
見
え
る
の
は

い
や
ね
」

　

こ
の
二
人
の
会
話
は
、
そ
の
ま
ま
日
名

子
太
郎
と
菊
池
幽
芳
の
二
人
の
会
話
に
あ

て
は
ま
る
よ
う
だ
。

　

案
内
役
の
太
郎
が
砂
湯
の
こ
と
を
説
明

し
な
が
ら
「
砂
湯
は
見
た
目
に
は
き
た
な

い
が
、
ポ
カ
ポ
カ
あ
っ
た
ま
っ
て
、
た
の

し
い
も
の
で
す
よ
…
」
と
し
き
り
に
宣
伝

し
て
い
る
よ
う
す
が
手
に
と
る
よ
う
に
こ

当時の室内砂湯風景
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く
な
る
そ
う
だ
。
こ
の
電
灯
の
で
き

る
数
年
前
ま
で
は
暗
い
ラ
ン
プ
だ
け

だ
っ
た
と
の
こ
と
…
」

「
室
内
砂
湯
は
一
区
切
り
に
十
人
ほ

ど
な
ら
ぶ
が
春
の
シ
ー
ズ
ン
に
は

十
五
、六
人
も
つ
め
こ
む
そ
う
だ
。
ア

ワ
ビ
貝
や
ブ
リ
キ
の
小
桶
で
砂
を

し
ゃ
く
っ
て
は
か
け
た
。
丸
太
の
仕

切
り
の
木
が
枕
に
な
っ
て
寝
る
の
に

都
合
が
よ
か
っ
た
。
…
」

「
無
料
浴
場
に
は
番
人
も
い
な
い
が
脱

い
だ
も
の
も
盗
ま
れ
な
か
っ
た
。
…
」

　

別
府
に
住
ん
で
い
る
現
代
の
人
に
昔
の

別
府
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
役
割
り
も

大
き
い
。

「
浜
脇
の
砂
湯
の
中
に
は
十
二
燭
光

ぐ
ら
い
の
電
灯
が
た
だ
一
つ
、
こ
の

電
灯
が
面
白
い
、
十
分
毎
に
き
っ
と

暗
く
な
る
。
そ
し
て
一
、二
分
は
暗
い

ま
ゝ
、
原
因
を
き
い
て
み
る
と
別
府

の
電
灯
の
原
動
力
は
別
府-

大
分
間
の

豊
州
電
気
鉄
道
の
電
力
の
お
あ
ま
り

頂
戴
な
の
で
電
車
の
発
着
ご
と
に
暗

の
作
品
の
裏
に
流
れ
て
い
る
。

　

中
央
の
作
家
や
画
家
、
報
道
関
係
者
の
書

き
残
し
た
作
品
は
当
時
の
別
府
の
た
め
に
す

ば
ら
し
い
宣
伝
と
な
っ
た
が
、
同
時
に
現
在

の
時
点
か
ら
と
ら
え
て
み
て
も
、
明
治
末
期

の
別
府
の
も
よ
う
を
知
る
う
え
に
貴
重
な
史

料
を
提
供
し
て
い
る
。
た
と
え
ば

　

明
治
三
十
九
年
、
さ
す
が
の
文
化
人
日

名
子
太
郎
で
も
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
提

言
が
別
府
町
に
寄
せ
ら
れ
た
。

道
を
ひ
き
、
ホ
テ
ル
の
設
備
を
な
せ

ば
関
西
一
帯
は
も
と
よ
り
、
遠
く
コ

ロ
ン
ボ
以
西
の
外
客
も
夏
季
み
な
こ

こ
に
集
中
す
べ
し
。

一
…
熱
帯
植
物
園
を
つ
く
る
べ
き
所

は
帝
国
内
に
お
い
て
も
こ
の
地
の

ほ
か
他
に
求
む
べ
か
ら
ず
、
剣
戟
の

如
き
摩
天
の
大
葉
地
上
よ
り
突
起
し

(

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
こ
と)

、
ヤ
シ

や
ビ
ン
ロ
ー
な
ど
と
一
緒
に
繁
茂
す

れ
ば
ホ
ン
コ
ン
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

美
景
を
奪
い
と
る
こ
と
も
可
な
り
。

一
…
ビ
ー
ヤ
ホ
ー
ル
も
ま
た
可
な
ら

ん
か
、
ビ
ー
ヤ
ホ
ー
ル
と
は
居
酒
屋

以
上
に
し
て
料
理
屋
以
下
を
い
う
、

恐
る
べ
き
卓
見

● 

流
川
物
語
り  

第
百
二
十
八
話 

●
日
名
子
物
語
５

昭
和
四
十
年
三
月
二
十
日
掲
載

一
…
鶴
見
山
頂
の
ぎ
ょ
う
霜(

霧

氷
の
こ
と)

の
美
観
は
邦
人
の
多
く

知
ら
ざ
る
所
に
し
て
、
登
山
電
車

(

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー)

ひ
と
た
び
成
ら

ば
、
た
ち
ま
ち
世
界
の
一
景
と
な
り

て
外
客
を
万
里
に
ひ
か
ん
。

一
…
登
山
鉄
道
す
な
わ
ち
ケ
ー
ブ
ル

･

カ
ー
な
り
、
山
の
湖
水
に
登
山
鉄
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そ
の
町
の
繁
栄
と
、
も
っ
と
も
深
き

関
係
あ
れ
ば
な
り
。

一
…
市
区
改
正
も
ま
た
同
じ
、
今

の
別
府
町
は
速
見
の
町
の
み
、
一

県
の
町
と
し
て
み
る
を
得
ず
、
い

わ
ん
や
未
来
東
洋
の
安
楽
郷
に
ま

で
推
し
上
ら
ん
と
欲
す
る
に
お
い

て
お
や
。

一
…
道
路
こ
そ
第
一
な
り
、
よ
ろ

し
く
海
浜
よ
り
山
の
手
に
か
け
て

一
…
大
広
路
線
を
画
し
、
他
日
馬

車
を
か
り
て
内
外
の
客
の
走
る
に

ま
か
せ
る
の
計
を
な
せ
、
と
く
に

外
人
の
遊
覧
地
と
な
さ
ん
と
欲
せ

ば
こ
の
道
必
須
不
可
欠
な
り
。

ち
ょ
っ
と
一
杯
や
る
こ
と
を
得
ば
木

賃
安
泊
り
の
諸
君
も
大
い
に
よ
ろ
こ

ば
ん
。

一
…
レ
ス
ト
ー
ラ
ン
と
い
う
も
の
を

つ
く
り
ホ
テ
ル
と
兼
ね
る
も
可
。

一
…
カ
ッ
フ
ェ
ー
と
い
う
も
の
を
つ

く
る
べ
し
、
西
欧
諸
国
到
る
所
カ
ッ

フ
ェ
ー
の
設
け
あ
ら
ざ
る
な
し
、

ビ
ー
ル
、
コ
ー
ヒ
ー
を
の
み
な
が
ら

談
話
に
資
す
可
く
、
絵
は
が
き
も
置

け
ば
客
は
友
人
に
便
り
を
書
き
、
新

聞
も
お
け
ば
客
は
ほ
し
い
ま
ま
に
そ

れ
を
閲
覧
す
べ
し
。

一
…
一
大
築
港
は
つ
い
に
は
や
む
べ

か
ら
ず
、
今
の
波
止
場
は
沿
岸
航
海

の
も
の
の
み
、
か
か
る
波
止
場
を

も
っ
て
内
外
の
大
船
、
巨
船
を
招
か

ん
と
欲
す
る
は
エ
ビ
を
も
っ
て
タ
イ

を
つ
ら
ん
と
す
る
よ
り
も
道
慾
な
り

一
…
海
水
浴
場
の
如
き
も
、
少
し
は

欧
州
の
海
浜
を
見
習
い
王
孫
貴
媛
の

来
泳
を
迎
う
可
し
。

一
…
全
市
に
公
園
の
敷
地
を
保
留

す
る
必
要
あ
り
、
今
よ
り
予
画
し

て
お
か
ね
ば
地
価
は
値
上
り
し
て

市
力
を
も
っ
て
し
て
は
こ
れ
を
い

か
ん
と
も
す
る
能
わ
ざ
る
に
至
ら

ん
の
み
。

一
…
停
車
場
の
位
置
を
予
選
し
お
く

の
必
要
あ
ら
ん
、
停
車
場
の
位
置
は

予定通り発展した別府市
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日
名
子
太
郎
が
び
っ
く
り
し
た
の
も
無

理
は
な
い
。
現
在
の
別
府
の
姿
を
八
十
年

前
に
ピ
タ
リ
と
予
言
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
当
時
と
し
て
は
た
だ
ひ
と

り
指
摘
し
な
か
っ
た
す
ば
ら
し
い
提
言
を

し
た
の
は
、
九
州
日
報
社
長
兼
主
筆
の
福

本
日
南
と
い
う
人
物
。

　

明
治
三
十
九
年
六
月
九
州
日
報
紙
上
に

「
入
豊
雑
記
」
と
題
し
て
別
府
町
当
局
者

あ
て
に
将
来
の
別
府
大
発
展
策
と
し
て
連

載
さ
れ
た
。

　

鶴
見
山
の
霧
氷
の
す
ば
ら
し
さ
を
指

摘
し
登
山
電
車
を
山
頂
に
か
け
た
り
、

ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ビ
ヤ
ホ
ー
ル

な
ど
レ
ジ
ャ
ー
産
業
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を

提
言
し
た
の
は
明
治
時
代
と
し
て
は
よ

ほ
ど
進
ん
だ
知
識
を
持
つ
大
人
物
と
い

わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　

こ
の
日
南
先
生
は
最
後
に

　

日
名
子
太
郎
は
郷
土
史
家
と
し
て
の
学

究
的
な
努
力
が
認
め
ら
れ
て
、
大
正
十
年

に
大
分
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
委

員
を
県
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
。
五
十
七
歳

だ
っ
た
。
こ
の
辞
令
を
も
ら
っ
て
か
ら
彼

の
史
跡
あ
ん
ぎ
ゃ
は
、
県
下
の
す
み
ず
み

ま
で
お
よ
ん
だ
。
ワ
ラ
ジ
に
き
ゃ
は
ん
の

軽
装
で
ツ
エ
を
つ
き
な
が
ら
山
か
ら
山
、

村
か
ら
村
を
歩
き
ま
わ
っ
た
。、

　

別
府
近
代
化
へ
の
彼
の
理
想
が
上
水

道
、
市
区
改
正
、
温
泉
改
良
な
ど
す
べ
て

に
結
実
し
、
軌
道
に
の
っ
た
い
ま
、
彼
の

心
は
晴
れ
ば
れ
と
し
て
足
ど
り
も
軽
か
っ

た
。
再
び
郷
土
史
と
い
う
学
問
の
中
に
自

分
の
人
生
を
投
げ
こ
ん
だ
。
歩
い
て
は
調

べ
、
調
べ
て
は
歩
き
。

日
名
子
君
太
郎

● 

流
川
物
語
り  

第
百
二
十
九
話  

●
日
名
子
物
語
６

昭
和
四
十
年
三
月
二
十
二
日
掲
載

一
…
石
川
や
浜
の
真
砂
は
つ
く
る
と

も
世
に
つ
き
ざ
る
は
泥
棒
と
助
兵
衛

な
り
、
よ
ろ
し
く
遊
廓
を
大
拡
充
し

て
大
い
に
黄
金
を
温
泉
の
ご
と
く
使

わ
す
べ
し
。

▽
直
入
、
玖
珠
、
日
田
の
名
勝

▽
速
見
、
玖
珠
、
日
田
、
別
府
の
古
墳
、

横
穴
調
査
一
覧
表

▽
装
飾
古
墳

▽
宇
佐
郡
古
墳
横
穴
調
査
一
覧
表

▽
大
野
郡
古
墳
、
横
穴
調
査

▽
直
入
郡
古
墳
、
横
穴
調
査

▽
速
見
郡
、
宇
佐
郡
横
穴
調
査

　

そ
し
て
も
っ
と
も
輝
か
し
い
仕
事
と
い

わ
れ
た
「
大
分
県
金
石
年
表
」
前
編
の
で

き
た
の
は
昭
和
十
二
年
、
彼
が
七
十
三
歳
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建
設
の
面
で
交
遊
が
あ
っ
た
の
は
西
村
天

囚
、
松
崎
天
民
、
菊
池
幽
芳
、
横
山
健
堂
、

菊
池
寛
、
久
米
正
雄
、
小
島
政
二
郎
、
佐

藤
巌
、
佐
藤
蔵
太
郎
…
。
彼
が
尊
敬
し
て

い
た
第
一
の
人
物
は
帆
足
万
里
…
。

　

そ
の
生
涯
を
別
府
の
た
め
に
つ
く
し
た

日
名
子
太
郎
は
、
遠
い
祖
先
か
ら
受
け
つ

い
だ
郷
土
発
展
へ
の
献
身
を
、
七
十
六
歳

の
全
歳
月
の
な
か
で
心
残
り
な
く
つ
く
し

た
。
し
か
し
印
刷
所
に
回
す
金
石
年
表
の

原
稿
を
病
床
で
手
に
し
な
が
ら
本
に
な
る

の
を
待
た
ず
に
死
ん
だ
。

　

む
す
こ
の
泰
蔵
、
元
雄
の
名
で
本
が
世

に
出
た
の
は
彼
が
死
ん
で
百
力
日
が
す
ぎ

た
こ
ろ
だ
っ
た
。

の
年
だ
っ
た
。
こ
の
金
石
年
表
は
ひ
き
つ

づ
き
後
編
に
入
り
、
彼
の
死
の
直
前
に
前

後
編
が
完
成
し
た
。
印
刷
製
本
し
て
世
に

問
う
た
め
の
準
備
も
す
す
み
、
も
っ
と
も

知
遇
を
得
て
い
た
徳
富
蘇
峰
先
生
か
ら
真

情
あ
ふ
る
る
序
文
も
送
ら
れ
て
き
た
。

　
「
友
人
柚
軒
日
名
子
君
太
郎
大
分
県
金

石
年
表
」
を
著
し
、
一
言
を
予
に
徴
す
、

君
は
豊
後
別
府
に
於
け
る
名
家
の
一
に
し

て
、
恐
ら
く
ま
た
最
旧
家
の
一
で
あ
ろ
う

(

中
略)

特
に
郷
土
史
に
就
て
…
」

　

こ
の
熱
意
こ
め
た
序
文
を
手
に
、
よ
ほ

ど
う
れ
し
か
っ
た
と
み
え
、
当
時
大
分
合

同
新
聞
の
前
身
の
新
聞
編
集
長
を
し
て
い

た
飯
倉
士
郎(

別
府
市
末
広
町
居
住)

に

新
聞
掲
載
方
を
連
絡
し
て
き
た
。
序
文
の

書
き
出
し
の
と
こ
ろ
に
「
日
名
子
君
太

郎
」
と
あ
る
の
は
「
日
名
子
太
郎
君
」
の

間
違
い
で
は
あ
る
ま
い
か
と
新
聞
社
で
調

べ
て
み
る
と
、
蘇
峰
が
親
友
に
呼
び
か
け

る
場
合
は
姓
の
下
に
君
を
先
に
つ
け
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

　

前
後
編
あ
わ
せ
て
大
分
県
金
石
年
表
は

彼
が
明
治
四
十
五
年
か
ら
昭
和
十
五
年
ま

で
の
三
十
年
間
に
わ
た
る
調
査
、
点
数
に

し
て
八
百
五
十
一
点
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。
本
の
巻
頭
文
の
中
で
日
名
子
太
郎
は

「
豊
後
に
於
け
る
金
石
文
の
研
究
は
碩
田

後
藤
真
守
先
生
に
始
ま
る
と
い
う
べ
し

…
」
と
後
藤
碩
田
か
ら
受
け
た
影
響
が
強

か
っ
た
こ
と
も
書
き
残
し
て
い
る
。

　

昭
和
十
五
年
三
月
、
史
跡
調
査
に
出
か

け
て
カ
ゼ
を
ひ
き
、
同
月
十
五
日
つ
い
に

七
十
六
歳
を
も
っ
て
他
界
し
た
。
学
究
的

な
立
ち
場
か
ら
親
交
の
あ
っ
た
人
は
徳
富

蘇
峰
、
犬
養
木
堂
、
渋
沢
栄
一
、
鳥
居
龍

三
…
。
別
府
宣
伝
と
文
化
的
な
温
泉
都
市大分県金石年表
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　オオイタデジタルブックは、大分合同新聞社と学校法人別

府大学が、大分の文化振興の一助となることを願って立ち上

げたインターネット活用プロジェクト「NAN-NAN（なんな

ん）」の一環です。NAN-NANでは、大分の文化と歴史を伝承

していくうえで重要な、さまざまな文書や資料をデジタル化

大分合同新聞社 別 府 大 学

して公開します。そして、読者からの指摘・追加情報を受け

ながら逐次、改訂して充実発展を図っていきたいと願ってい

ます。情報があれば、ぜひNAN-NAN事務局にお寄せください。

　NAN-NAN では、この「別府今昔」以外にもデジタルブッ

ク等をホームページで公開しています。インターネットに接

続のうえ下のボタンをクリックすると、ホームページが立ち

上がります。まずは、クリック！！！

■
別
府
今
昔

　

大
分
合
同
新
聞
夕
刊
に
一
九
六
四
年

十
一
月
一
日
か
ら
一
九
六
五
年
十
二
月

四
日
に
か
け
て
連
載
さ
れ
た
記
事
。
明

治
大
正
の
こ
ろ
を
知
る
三
百
六
十
九
人

に
対
す
る
取
材
を
も
と
に
、
同
紙
の
故

是
永
勉
氏
が
書
き
上
げ
た
。
挿
し
絵
は

大
分
大
学
教
授
だ
っ
た
故
武
藤
完
一
氏

が
担
当
し
た
。

©大分合同新聞社
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